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  2026年 4月（第 1版） 
  
 製造販売届出番号 13B1X10451500056 
 

機械器具 09 医療用エックス線装置及び医療用エックス線装置用エックス線管 
一般医療機器 Ｘ線透視診断装置用電動式患者台（40658000） 

特定保守管理医療機器／設置管理医療機器 間接Ｘ線透視撮影台 
ＤＴＰ－５０００Ａ形 

 

【形状・構造及び原理等】 
〈形状・構造等〉 

 
各部の名称（基本構成のみ） 
1) 撮影台本体 
2) 遠隔操作パネル 

付属品 
1) マイクロホン 
2) 補助支脚 

オプション構成 
1) 電動ショルダレスト 
2) 圧迫筒ユニット 
3) 立位固定キット 
4) 2連水平固定キット 

組み合わせ装置 
1) Ｘ線管装置 
2) 医用Ｘ線可動絞り 
3) Ｘ線高電圧装置 
4) Ｘ線蛍光増倍管装置 
5) デジタルラジオグラフィ 
6) 画像処理装置 
7) 光輝尽性蛍光板 
8) Ｘ線用グリッド 

〈本体寸法〉 
・透視撮影台本体 
 1955 mm(幅)、2075 mm(高さ)、 
 1400 mm(奥行) 
 ※：寸法は最大値です。 

〈使用条件〉 
周囲温度：10℃～35℃ 
相対湿度：35%～75%（結露しないこと） 

〈動作原理〉 
本装置は、消化器系のＸ線画像診断を対象とする
患者台で、Ｘ線透視を必要とする画像撮影に際し
て、患者の位置決め及び保持をする。撮影台本体
は遠隔操作パネル内のスイッチにより起倒、天板
左右動、天板ローリング、及び組み合わせ装置で
対向したＸ線管装置（届出対象範囲外）とＸ線蛍
光増倍管装置（届出対象範囲外）が体軸方向に前
後動をする。前記操作により患者の位置決めを行
う。 

〈電気的定格〉 
・電源 
 電源電圧 ：単相交流 100 V±10％ 
 電源周波数 ：50/60 Hz 
 電源入力 ：最大 2.2 kVA 

 
【使用目的又は効果】 
消化器系のＸ線画像診断を対象とする患者台で、
Ｘ線透視を必要とする画像撮影に際して、患者の
位置決め及び保持をする。 
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【使用方法等】 
1. 使用前の作業 

1) システムの電源を投入する。 
2) 日常の始業点検（装置の周囲含む）を実施

する。 

2. 装置の使用 
1) 撮影台を立位位置にして撮影台の天板に

患者を載せる。 
2) 組み合わせ装置のＸ線高電圧装置（届出対

象範囲外）で透視を行い、Ｘ線テレビモニ
タ等で透視画像を見ながら、操作レバーで
天板上の患者の移動（左右動、前後動、ロ
ーリング）を行い、撮影部位の位置合わせ
をする。 

3) 組み合わせ装置のＸ線高電圧装置（届出対
象範囲外）により、位置合わせした部位の
撮影を行う。 

4) 撮影作業が終了後、撮影台を立位位置にす
る。 

5) 撮影台の天板より患者を降ろす。 

3. 使用後の作業 
1) 終業点検（外観等）を実施する。 
2) システムの電源を遮断する。 

※詳しい使用方法は「取扱説明書」を参照してく 
 ださい。 

 

【使用上の注意】 
〈重要な基本的注意〉 

1) この装置は防爆型ではないので、装置の近く
で可燃性及び爆発性の気体を使用しないこと。 

2) 透視撮影台を起倒するときは、必ず被検者に
ハンドグリップを握るよう指示すること。ま
た透視撮影台を逆傾斜にして使用するときは、
必ずショルダレストを取付けること。また、
ハンドグリップ、ショルダレストは確実に固
定すること。 

3) 圧迫筒使用時は、被検者に骨折などの危害を
与えるおそれがあるため、十分観察しながら
操作は慎重に行うこと。特に天板や映像系の
移動を伴う圧迫筒使用時は、より慎重に操作
すること。 

4) 被検者、操作者、介助者は装置の可動部分や
装置と壁や床等に挟まれない様に常に注意を
払うこと。 

5) 耐荷重 135 kgを超える荷重をかけないこと。 
135 kgは附属品により異なる場合もあるた
め、取扱説明書で確認すること。なお、耐荷
重とは被検者体重、補助具などの附属品等の
全ての重量を含む。天板上で心臓マッサージ
などの負荷をかけた場合には、天板が破損す
るおそれがある。 

6) 高齢者、小児等、介助者が必要な場合の検査
は介助者を付けること。 

7) 植込み型心臓ペースメーカ又は植込み型除細
動器の本体の植込み部位にパルス状の連続し
た X線束を照射する検査を行う場合、これら
の機器に不適切な動作が発生する可能性があ
る。検査や処置上やむを得ず、本体の植込み
部位に X線束を照射する場合には、植込み型
心臓ペースメーカ又は植込み型除細動器の添
付文書の「重要な基本的注意」の項及び「相
互作用」の項等を参照し、適切な処置を行う
こと。 

8) 指定された機器以外の装置を接続した場合、
所定の EMC性能（電磁両立性）を発揮できな
いおそれがあるので指定機器以外は接続しな
いこと。 

9) 本装置の傍で携帯電話など電磁波を発生する
機器の使用は、装置に障害を及ぼすおそれが
あるので使用しないこと。 

〈相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関
すること）〉 

1. 併用注意（併用に注意すること） 
医療機
器の名
称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

植込み
型心臓
ペース
メーカ 
・植込
み型除
細動器 

・植込み型心臓ペー 
スメーカ又は植込
み型除細動器の本
体の植込み部位に
パルス状の連続し
たＸ線束を照射す
る検査を行う場合、
これらの機器に不
適切な動作が発生
する可能性がある。 

・検査や処置上やむを
得ず、本体の植込み
部位にパルス状の
連続したＸ線束を
照射する場合には、
植込み型心臓ペー
スメーカ又は植込
み型除細動器の添
付文書の「重要な基
本的注意」の項及び
「相互作用」の項等
を参照し、適切な処
置を行うこと。 

パルス状の連続
したＸ線束を照
射する透視及び
撮影（一度の操作
で X線出力/停止
を繰り返す撮影、
パルス透視、DA
撮影、DSA撮影、
シネ撮影等）を行
う場合、植込み型
心臓ペースメー
カ又は植込み型
除細動器内部の
C-MOS回路に影
響を与えること
等により、オーバ
ーセンシングが
起こり、ペーシン
グパルス出力が
一時的に抑制さ
れたり、不適切な
頻拍治療を行う
ことがある。 

 

〈妊婦、産婦、授乳婦及び小児等への適用〉 
妊婦、妊娠の疑いのある者、授乳中の者、及び小
児へ使用する場合は医師の指示のもとで慎重に
行うこと。 
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【保管方法及び有効期間等】 
〈耐用期間〉 

10年［自己認証（当社データ）による］ 
（但し、指定された使用環境において標準的な頻
度で使用され、指定の保守点検と定期交換部品・
消耗品の交換をした場合の年数であり、使用状況
によっては異なる場合がある） 

 

【保守・点検に係る事項】 
〈使用者による保守点検（日常点検）〉 

1) 目視による点検 
(1) 外観の確認 

装置の外観に異常がないことを確認する
こと。 
・ケーブル、附属品などに損傷や磨耗が
ないこと。 

(2) 清浄性の確認 
清浄な状態であることを確認すること。 
・装置に被検者の体液、血液、汚物及び
造影剤等が付着していないこと。 

(3) 装置周辺の確認 
装置の妨げになる物がないこと。 

2) 機能の確認 
(1) 装置の正常状態の確認 

装置の正常状態・正常動作を確認するこ
と。 
・可動部の動作 
・装置（附属品含む）の動作 
・システムの起動 
・異音、異臭がないことを確認すること。 

(2) 装置の固定状態の確認 
装置（ショルダレスト、ハンドグリップ
などの附属品含む）の固定を確認するこ
と。 

(3) 安全機能の確認 
所定の安全機能が正常に作動することを
確認すること。 

詳細は取扱説明書を参照すること。 

〈業者による保守点検〉 
12ヶ月ごとの定期点検を弊社または弊社の指定
する業者に依頼すること。詳細は取扱説明書を参
照すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
〈製造販売業者〉 
キヤノン株式会社 
 電話番号 03-3758-2111 

〈販売業者〉 
キヤノンメディカルシステムズ株式会社 
 電話番号 0120-503251（コールセンタ） 
 ホームページ https://jp.medical.canon 

〔販売業者（販売店）〕 
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